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要　　旨

神戸看護学会編集委員会は、第10回神戸看護学会学術集会において、交流集会「形にしてみようあなたの看
護実践～看護研究を論文にするための第一歩として～」を企画した。本企画は、臨床の看護職が日々おこなっ
ている優れた看護実践や研究成果を論文として可視化する方法について、実際の投稿経験談や投稿に向けたポ
イントを紹介し、論文投稿への一助とすることを目的として開催した。
交流集会では、まず「初めての論文投稿～憧れから論文公開まで～」をテーマに、臨床で働きながら論文を

投稿・公開するまでの過程について、研究テーマの決定や論文執筆の各段階で直面した課題と、それらを共同
研究者とともに乗り越えた経験を紹介した。続いて、「あなたもできる！看護実践や研究成果を論文にするコ
ツ」をテーマに、実践を成果としてまとめるための工夫や、論文の基本構成に沿った執筆方法、投稿のハード
ルをどのように乗り越えるかについて紹介した。その後、参加者はグループに分かれて、研究や論文投稿に関
する悩みや解決策について意見交換をおこなった。
本交流集会は、臨床における看護実践を研究として整理し論文化する意義を共有する機会となり、今後の本

学会誌への論文投稿の促進につながることが期待される。
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１．はじめに

日々の臨床現場において、看護職は対象となる人
やその家族に対して質の高いケアを提供し、数多く
の優れた看護実践をおこなっている。しかし、臨床
経験の中で培われる看護実践の知は言語化されにく
い側面をもち（ベナー，2005，pp.3-10）、現場で得
られた貴重な知見や実践・研究の成果が「論文」と
いう目に見える形となって広く共有される機会は必
ずしも多くない。臨床で働く多くの看護職にとっ
て、自らの実践や研究成果を論文としてまとめるこ
とは、時間的制約や研究方法への不安などの理由か
ら心理的・時間的なハードルが高いとされている
（舟島，2012，pp.1-8）。
このような背景を踏まえ、神戸看護学会編集委員

会では、看護職が臨床で行っている実践や研究の成
果を論文として可視化するための支援を目的として、
第10回神戸看護学会において交流集会を企画した。
本稿では、本交流集会の開催内容と方法について

報告する。

２．交流集会の企画意図および構成

１）企画意図および内容と方法
本交流集会は、看護研究の成果を具体的に論文化

するためのプロセスをわかりやすく共有し、自らの
実践や研究成果を論文としてまとめることへの心理
的・時間的なハードルを下げ、論文投稿の一助とな
ることを目指して企画したものである。
内容としては、実際に臨床現場で働きながら論文

投稿という壁を乗り越えた臨床看護師の経験談と、
論文執筆の方法や心理的・時間的課題を解決するヒ
ントを提供することとした。また、方法として一方
的な講義だけでなく、参加者の研究に関する疑問や
悩みを共有したり、相談ができるように参加者間で
自由に意見交換ができる時間を設けた。これらの内
容により、参加者が「自分にもできるかもしれな
い」という前向きな一歩を踏み出す契機となること
を期待した。なお、開催時間は１時間であった。

２）構成
本交流集会は、２つの講演と意見交換で構成し

た。具体的には、講演１：初めての論文投稿～憧れ
から論文公開まで～、講演２：あなたもできる！看
護実践や研究成果を論文にするコツ、グループでの
意見交換であった。なお、意見交換については、当

初個別相談コーナーを設け参加者からの論文投稿に
関する具体的な相談に個別で応じる予定であった。
しかしながら、当日の参加者のニーズに合わせて変
更し、グループに分かれ、編集委員会委員がファシ
リテートをしながら、参加者に日頃の研究への悩み
や課題を自由に話してもらうこととした。意見交換
では、参加者同士が共感し合ったり、日頃おこなっ
ている工夫点を共有してもらうために、相談しやす
い雰囲気をつくるようにした。

３．講演内容

本企画では、参加者が論文執筆に関する具体的な
イメージを持てるよう、二つの異なる視点からの講
演を実施した。一つは、実際に論文投稿をした臨床
現場の看護師のリアルな葛藤と成功体験の共有であ
り、もう一つは実践的な論文執筆の方法や論文化の
課題を解決するためのヒントの伝授である。以下
に、各講演の内容を報告する。

１）講演１：初めての論文投稿～憧れから論文公開
まで～
本講演では、論文公開経験のある臨床看護師が、
どのような経緯で自らの研究を論文にまとめ、学会
誌に公開するに至ったかという経験について報告し
た。

（１）論文執筆の背景と研究テーマの決定
看護師として働く中で、日々の看護実践を心から

「楽しい」と感じるとともに、チームで統一したケ
アを実践したいという強い思いを抱くようになっ
た。そして、キャリアを積み重ねて看護師長になっ
た際には、「看護を楽しいと思える職場作り」を目

写真１　講演１の様子
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指したが、その実現の難しさに直面したことから、
大学院への進学を決意した。大学院で研究テーマを
選定する過程では、「看護の楽しさを感じる職場」
という漠然とした思いから出発したため、テーマを
絞り込むことに難航し、長期間かけて模索を続け
た。最終的には、経験豊富な看護師が臨床現場で生
き生きと働き続けられる環境づくりが重要であると
考え、「再雇用看護師」に着目することとした。研
究テーマは「再雇用制度で業務負担を軽減して働く
急性期病院の看護職者が認識する看護実践の変化」
であり、再雇用制度を利用し業務負担の軽減措置を
受けている看護職者を対象に、半構造化インタ
ビューを用いた質的記述的研究を実施した。この研
究の意義は、看護管理者が再雇用看護職者の強みを
最大限に活かした人材活用をおこなうための重要な
基礎資料を提供することと考えた。
（２）論文投稿に踏み切った背景と公開までの長い
道のり
本研究を大学院での課題研究論文の完成や学会発

表だけで終わらせず、学会誌への「論文投稿」に踏
み切った背景には、いくつかの大きなきっかけが
あった。第一に、周囲に「論文投稿をする雰囲気」
があったことである。論文投稿をする人は雲の上の
存在と感じていたが、同時に「自分も投稿したい」
という強い「憧れの気持ち」を抱き続けていた。
第二に、研究の過程で出会った参加者の「語り」

の力である。参加した日本看護管理学会学術集会
で、村上靖彦氏（2021）の著書『ケアとは何か 看
護・福祉で大事なこと』の一部である「潜在的出会
いをキャッチしてストレートに訊くという心がけが
出会いの場を開いた」という内容が紹介された。こ
の時に、インタビューを通して得られた再雇用看護
師の語りが、村上氏の議論の内容と類似しているこ
とから、卓越した看護実践であることに気づいた。
また、学会後に「気づきをそのまま相手に伝える実
践」について、考察の内容を検討している際に文献
を読む中で、井本寛子氏（2020）の論文にある「タ
イミングよく患者の本心を聴き、関係づくりのきっ
かけを作る」ということとも再雇用看護師の実践は
類似していることが分かり、同実践が卓越している
と裏付けできた。こうしたことから「この素晴らし
い看護実践を広く伝えたい」と感じ論文執筆をした
いという動機が強まった。
第三の最大の決め手となったのが、指導教員から

論文投稿を強く勧められたことである。論文投稿は
非常にハードルが高く感じ、こうした支援や後押し
がなければ実現は難しかった。
また、論文公開までの道のりは、決して平坦なも
のではなかった。大学院の課題研究論文が完成した
後、日本看護管理学会誌への投稿を目指して、学会
の投稿規程に合わせて論文を整理した。１年半後に
ようやく論文投稿を果たした。しかし、返ってきた
査読結果は「大幅修正」であった。そこから、さら
に推敲を重ね、課題研究論文が完成してから２年後
に論文受理、晴れて論文公開に至るという壮大なプ
ロジェクトとなった。
（３）研究開始から論文公開までの「つまずきポイ
ント」をどのように乗り越えたか
この長いプロセスの中で数多くの「つまずきポイ
ント」に直面した。具体的には、文章が書けない、
研究目的が絞れない、研究参加者のリクルートをし
ても返信がない、インタビューで大事なことを聞い
ていない、質的データのコーディングができない、
サブカテゴリーが作れない、結果の記載方法がわか
らない、考察が書けない、緒言や要旨が書けない、
そして、査読結果の大幅修正への対応などであり、
研究および執筆のあらゆる局面で壁にぶつかった。
しかし、これらのつまずきからはたくさんの学び
があった。１つ目は、研究目的の精錬と良い研究デ
ザインの条件についてである。研究目的が見つから
ないという壁に対しては、良い研究デザインの３条
件（意義・新規性・実現可能性）に立ち返ることで
突破口を見出した。当初抱いていた「看護の楽しさ
を感じる職場」というテーマは、「楽しくない」と
いうのは自身の思い込みであると気づき却下した。
また、他のテーマもいくつか考えたが、過去に多く
の先行研究が存在し、新規性や意義が見出せず却下
した。そして、最終的に行き着いた「定年後の看護
師の就業継続」は、労働人口の低下や定年後看護師
の増加という社会的背景があり、定年後看護師の職
務満足度は高いものの再雇用看護師に焦点を当てた
研究がほとんどなかったことから、「新規性」と
「意義」があるテーマであると確信できた。
２つ目は、文献レビューの意義とまとめ方につい
てである。文献レビューについては、「キーワード
を論理的に説明していくことで、最終的な結論とし
てそのキーワードで構成される研究目的の重要性が
示される」と指導教員から指導を受けた。「なぜ再
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雇用制度に着目するのか？」「なぜ業務負担の軽減
に着目するのか？」「なぜ急性期病院なのか？」「な
ぜ看護実践の変化なのか？」といったひとつひとつ
の問いに丁寧に答えることが文献レビューの役割で
あり、説明がうまくできない時は、無理にこじつけ
ず、キーワードや目的そのものを見直す勇気が必要
であると学んだ。また、先行研究をまとめるプロセ
スは、著書等の様々な知見を活用しながら、基礎に
忠実に進めることの重要性を学ぶことができた。
３つ目は、考察の書き方である。多くの初学者が

苦戦する「考察が書けない」という悩みは、質的研
究に関する書籍に記載のあった「結果を何度も読み
直し、誰よりも深く把握すること」「結果の中で何
が一番面白いのか、誰かに一番伝えたいこと（自慢
したいこと）は何かを見つけ出し、そこから考察の
ポイントを見つけること」を大事にした。また、考
察のポイントは、必ずしも結果の記述順に現れるも
のではなく、全体を通して言える俯瞰的な視点から
展開することが重要であること、「こういう結果が
出た→こういう先行研究がある→だから何がどうだ
と考えられたか」、という構成で述べるというシン
プルな公式について、指導教員から指導を受けたこ
とが非常に役立った。
最後に、論文執筆においては、入り口（タイトル

や要旨）からおもしろそうと思ってもらえること、
研究経験者の指導を仰ぐこと、計画段階で研究デザ
インを整え研究自体の限界を理解してから始めるこ
と、患者にとってのメリット（研究の意義）を明確
に示すこと、そして執筆開始から１年以内に早く投
稿することを重要だと感じた。
（４）臨床看護師が研究をおこなう意味と今後の展望
臨床の看護師が自ら研究をおこなう意味は、現場

の課題を文献検討することで、その課題が自分の部
署だけのローカルな問題なのか、社会全体で未解決
の問題なのかを広い視野で捉え直す機会になること
である。文献検討の時点で明らかになった知見は、
すぐに看護実践に活かすことができる。そして何よ
り、部署で研究に取り組むこと自体が、実際の患者
さんへのより良い関わりにつながり、日常的におこ
なっている看護実践の価値を再認識し、改善点に気
づく貴重な機会になる。今後は、現在おこなってい
る共同研究についても論文投稿を目指したいと考え
ている。

２）講演２：あなたもできる！看護実践や研究成果
を論文にするコツ
本講演では、論文執筆の具体的な手順や多忙な臨
床業務のなかでいかにして執筆を進めるかというコ
ツについて紹介した。

（１）研究の進め方
まず、研究全体のプロセスを、準備、実施、まと
めの三段階で説明した。準備では、臨床での疑問か
ら研究課題を設定して、文献検討をおこない、仮説
の設定、研究方法の立案、予備テストをおこなう。
実施では、データ収集をおこなう。そして、まとめ
では、データの整理、分析、考察を経て、最終的に
所属施設内や学会での発表、論文作成をおこなう。
このような一連の流れにおいて、準備段階がとても
重要になることを強調した。
（２）看護実践を成果に変える５つのコツ
臨床で働く看護職が看護実践を研究や論文投稿へ
と結びつけるための具体的なコツについて、以下の
５つを紹介した。
１つ目は、身近な疑問をテーマにすることであ
る。具体的には、日々の看護実践の中で感じる「な
ぜだろう？」「どうすればもっと良くなるだろう？」
といった身近な疑問を研究テーマに設定することで
ある。例えば、業務の改善や患者の観察といったア
ウトカムは、日常業務の延長としてデータ収集や分
析がおこないやすく、結果として成果を見出しやす
い。２つ目は、小さく始めることである。最初から
大規模な研究を目指すのではなく、臨床での素朴な
疑問から出発し、そこから、研究課題を決定して研
究計画書を作成し、倫理審査を通して実施するとい
う小さなステップから着実に進めることが看護実践

写真２　講演２の様子
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の成果を可視化することにつながる。３つ目は、効
率化するツールをうまく活用することである。論文
執筆の生産性を向上させるために、ICTツールの積
極的な活用が不可欠である。例えば、文献管理ソフ
トを用いて煩雑な参考文献の整理を自動化したり、
近年発達が著しいAIツールをアイディアの整理等
に活用することである。４つ目は、論文の構成をシ
ンプルに考えることである。論文の構成は、はじめ
に（緒言）、方法、結果、考察、結論が基本であり、
各セクションに何を書くかをあらかじめ振り分け
て、簡潔な記述から書き始めることで論文を書くと
いうハードルを低くする。５つ目は、フィードバッ
クを得ることである。論文作成を一人で抱え込ま
ず、同僚や上司、指導者等に原稿案を読んでもらう
こと、また、所属施設内での発表や学会発表という
場を積極的に活用して、第三者からの客観的な意見
や批判的なフィードバックをもらうことは論文の質
の向上につながる。
（３）論文のひな型に沿って書き出してみよう
論文の構成をシンプルに考えること、つまり、論

文のひな型はある程度決まっていることから、研究
計画書の内容や結果を、決められたひな型：緒言、
研究目的、研究方法、結果、考察、結論、引用文
献、に書きだしてみる。「単に当てはめてみる」と
いう感覚を持つことで、執筆の心理的ハードルを下
げることができる。
緒言（はじめに）では、研究の社会的背景や現場

での課題といった「わが国の現状」から書き起こす。
次に、先行研究で何がすでに明らかにされており、
何がまだ明らかにされていないのかを明示する。そ
の上で、本研究の位置付け（本研究が先行研究で明
らかにされていることとされていないことのギャッ
プをどのように埋めるのか）について説明する。こ
のように、緒言では、「起承転結」を意識した４段
落で構成して記述するのが理想的である。研究目的
では、緒言の最後に導き出された研究の目的を、で
きるだけ簡潔に、原則として１文で明確に記す。
研究方法では、他の研究者が同じ手順で研究を再

現できるように「研究の再現性」を意識して書くこ
とが重要である。必要な用語を操作的に定義した
り、研究デザイン、研究対象者・施設、研究期間を
記載する。データ収集方法については、質問紙・面
接・記録分析などの具体的手法や使用した尺度の名
前やその評価方法を記載する。分析方法は、量的研

究であれば具体的な統計解析手法を、質的研究であ
ればどのような手順で分析をおこなったかを明記す
る。研究対象者への説明と同意、匿名性の担保、不
利益回避などの倫理的配慮について漏れなく記述す
る必要がある。
結果では、収集したデータから得られた客観的な
事実のみを記載する。研究者が考えたこと（解釈）
は記載しない。質的研究の場合は、抽出されたカテ
ゴリーやサブカテゴリーを示し、それを裏付ける対
象者の典型的な語りを引用するのが望ましい。量的
研究の場合は、統計値、表、グラフなどを効果的に
用いて視覚的に示し、それらの図表が意味する主要
な結果を文章で簡潔に記述する。いずれの場合も、
看護実践に関連する主要な結果を中心にまとめるこ
とがポイントである。
考察では、本研究の結果を受けて、研究者が考え
たことを記述していく。考察の基本構造は、①結果
の提示、②先行研究で言われていることの提示、①
と②を踏まえて本研究の結果をどのように解釈し、
考えたか、という論旨の展開である。結果の意味づ
けを行い、先行研究と比較することで本研究の独自
性や妥当性を論じる。さらに、その結果が実際の看
護実践にどのように役立つのか（メリットや応用可
能性）を述べ、最後に本研究の限界と、今後の課題
や看護実践への示唆を誠実に記載する。
そして、結論では、本研究の目的に対して、最終
的に明らかになったことを３～５行程度で簡潔にま
とめる。論文の末尾には、研究協力者への謝辞や、
利益相反（COI）の有無について明記する。引用文
献は、本文中で引用した主要な文献を記載する。い
ずれも、投稿した学会誌の投稿規程を再度確認し
て、投稿規程に沿って記載しているか確認する必要
がある。
このような論文のひな型に沿って書き出してみる
上でのコツは、まずは研究計画書を肉付けしていく
感覚で進めること、一行の見出しレベルで章立て
（骨組み）を先に作成し全体像を把握すること、必
ずしも緒言から順に書く必要はなく、書きやすいと
ころ（方法や結果など）から書き始めることであ
る。さらに、自分の研究テーマに近い優れた先行研
究や、読みやすいと感じた論文の書き方（言い回し
や論理展開）を模倣することから始めることも、上
達への近道である。そして、ひと通り書き終えた後
には、本文の内容と合致する抄録（要旨）を作成
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し、研究題目が適切か、本文中の用語が統一されて
いるか（例：「看護師」と「看護職者」の混在など
がないか）を再考するプロセスも不可欠である。
（４）論文を書く際の最大の障害である「時間不足」
への解決策
臨床で働く看護職が論文を執筆する上で、最も高

くそびえ立つ壁であり、永遠の課題ともいえるのが
「時間不足」である。多重課題に追われる日常業務
の中で、いかにして論文の執筆時間を捻出するかが
課題となる。
その解決策の１つ目に、マインドセットの転換が

ある。空いた時間に書こうとするのではなく、研究
や論文執筆の時間をスケジュール帳に予定として組
み込み、時間を確保する。また、「毎日15分だけで
も書いてみる」という小さな目標を設定し、小さな
単位で少しずつ進める習慣化やタスクの優先順位付
けとスケジューリングが求められる。２つ目は、
ICTやAIの積極的な活用である。通勤時間の電車
内などの隙間時間を利用して、スマートフォン等か
らGoogle ScholarやCiNiiなどで関連文献の情報収
集を行ったり、AIツールを活用して膨大な関連文
献の俯瞰や要点を抽出し、文献レビューの構成案の
検討に役立てる。３つ目は、外部サポートや研究
チームの力を活用することである。業務の分担や委
譲をおこない、チーム全体で研究に協力する体制を
築いたり、大学教員等のサポートを利用すること
で、研究デザインの迷いや執筆の行き詰まりといっ
た心理的障壁を解消できる可能性がある。また、複
数人で研究に取り組むことで、研究や論文執筆のノ
ウハウが共有され、成功体験を分かち合うことがで
きる。研究資金の懸念に対しても、例えば、神戸市
看護大学が助成している「臨床共同研究（実習施設
に勤務する看護職と大学教員が協働して取り組む研
究への助成）」のような制度を活用することで、研
究計画書作成に関する助成や臨床共同研究費の申請
が可能となり、研究資金面でのサポートを得られ
る。最後に、看護実践の現場は、研究のタネ（Seeds）
の宝庫であること、そして、臨床の看護職が日々お
こなっている素晴らしい看護実践を言語化して、よ
り多くの人に看護の価値と奥深さを知ってもらうこ
と、それが、看護の質の向上につながるということ
を意識して論文化に取り組むことが大切であること
を会場の参加者と共有した。

４．グループでの意見交換

２つの講演の後に、グループに分かれて、日頃の
研究への悩みや課題、おこなっている工夫点などに
ついて意見交換をした。研究や論文投稿に関して参
加者が抱えている具体的な課題が共有された。
例えば、自施設で研究支援の担当をしているもの
の、日常業務が多忙で十分な支援時間を確保できな
いという悩みが挙げられた。これに対して、参加者
から、大学が実施する研究支援や研修への参加が役
に立ったという話があった。また、一人で研究支援
を担うのではなく、チームで役割分担を行い、定例
会議などで進捗を共有することの重要性についても
意見が出されていた。
研究方法については、ケーススタディを計画して
いるが、介入の効果を示すことができるか不安であ
るという意見もみられた。この点については、まず
文献検討をおこない、先行研究でどのような方法が
用いられているかを参考にすることが役に立ったと
いう話がされていた。また、看護実践や研究成果に
ついて、必ずしも明確な効果がでなかった場合で
も、看護実践のプロセスを丁寧に記述し考察するこ
とが、看護実践や研究に役立つことが共有されてい
た。さらに、研究テーマを選ぶこと自体が難しく、
新規性のあるテーマを見つけられるか不安であると
いう意見に対しては、経験の中で疑問に思ったこと
を出発点とし、その疑問について文献検討をおこな
うことで研究課題を見出していくことができること
が共有されていた。
成果の発表については、学会発表までは実施でき
ても論文投稿に結びつかないという課題が挙げられ
た。これについては、論文投稿が業績として評価さ
れる人材を研究に巻き込み、論文投稿のメリットを
伝えることで論文投稿への動機づけを高めてもらう
ことが重要であるとの意見が共有された。
このように、参加者同士がそれぞれの経験をもと
に課題や対応策を共有し、活発な意見交換がおこな
われた。参加者が研究や論文投稿においてどのよう
な点に困難を感じているのかを具体的に把握できた
ことも、本交流集会の成果のひとつであった。

５．おわりに

本交流集会は、看護職が臨床でおこなっている実
践や研究の成果を論文として可視化するための支援
を目的として実施したが、参加者がおこなっている
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実践的な知恵を共有する非常に有意義な機会となった。
講演からは、困難に思える論文執筆の道のりで

あっても、身近な実践への熱意と、指導者や先行研
究、研究参加者との出会い、そして愚直に壁と向き
合い続ける姿勢があれば、論文公表という成果にた
どり着けるという成果が提供された。また、論文執
筆は決して一部の特別な人だけができるものではな
く、ひな型への理解、執筆プロセスの細分化、様々
な媒体や人材の活用、外部サポートの導入という方
法を用いることで、誰にでも実現可能であるという
具体的な道筋を示すことができた。
臨床現場に埋もれている無数の「卓越した実践」

や「改善のヒント」を言語化し、論文という共有可
能な形式にまとめることは、看護の質を向上させる
だけでなく、看護職者自身の専門職としてのアイデ
ンティティを確立し、職業的満足感を高めることに
も直結する。看護実践を言語化し、論文という形で
共有することは、専門職の知識体系の発展に不可欠
であり、臨床で得られた経験を省察し理論化する過
程そのものが専門職の成長を促すとされている
（Benner, 1984；Schön, 1983）。また、看護実践の成
果を研究として可視化し共有することは、エビデン
スに基づく看護（Evidence-Based Nursing）の発展に
寄与する重要な取り組みである（Polit & Beck, 2021）。

神戸看護学会編集委員会は、今後もこのような企
画を通じて、現場の看護師が「形にしてみよう」と
一歩を踏み出すための支援を継続していく。また、
本資料が、日々の看護実践に向き合う皆様にとっ
て、看護研究を論文にするための具体的な「第一
歩」を踏み出すための道標となることを切に願って
いる。
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